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■編集後記

　2023 年 5 月に୿ټɽʷʔɰɮʵʃが 5 ᭒にሉ行し、長いᩖ˹୽Ȩれていた۳期ʆʩʔ˂ʵが ´ 年ɉ

りに開催Ȩれました。このʆʩʔ˂ʵȺは、附属幼稚園のа生をはじめとする、᫽ࠥᅇ内のറȁな園ɗ

施ᜫのа生஁と̬ํする៱᥾な時ᩖをᤈȧすことがȺȠました。保育にȷいての思いをц఍するൡ会を

ધȷことがȺȠたことを॑から׺Ƀしく思います。

　また、教員ɗ学生によるފ育てୈ૵なȼの๊Ӧɕ、ますますᄱɦになってȠています。短大保育科の

学生のᄒȨɦが˹॑となって、「とことこɿʨ˂ʟɱʃʐɭʚʵ」、「こȼɕのȕそびɃʒɽたɦʳʽʓ」、

「こȼɕかȯのこまȷり」なȼが行われました。これらの๊Ӧのˢ部ɕ本ᝒにૡᢐȨれ、内߁のЭ実度

がᯚまっています。

　しかしˢ஁Ⱥ、202´ 年の年஥Ȥ͏᪃、ّ 内۶Ⱥད޼ɗ事୒なȼ、॑ をმめるҋ఼事が᭄発しています。

このようなҋ఼事がᠭȠることȺ、ఝ఼の̙ລがますますٌᫍになっていると৞じている̷ɕいるȺ

しɚう。保育科生のᄒȨɦɗ、ᄒȨɦがこれからҋ会うފȼɕたちは、まȨにこのような̙ລ˪ժᑤな

ఝ఼を生Ƞ੺いていくސ在Ⱥす。˪ᣥ஥なఝ఼に˪ާを৞じることɕȕるかɕしれまȮɦが、ᄒȨɦが

在学˹に学ɦだᅺឧと੫ᑤは、Ƞっと役቏ȷことȺしɚう。本ᝒにᜤȨれている「保育科生学生の研究・

実践報֖」は、ᄒȨɦのこれまȺの学εの成౓をᇉすɕのとなります。

　ఝ఼にտȤて˪ᣥ஥なᤍのりかɕしれまȮɦが、このёފがᄒȨɦにとってˢȷの઩ൈとなり、Ȩら

なる成長のӘɒとなることを᭐っています。

（୫៪　జ˩　　ᗯ）




